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   2022年9月7日 

報道関係者各位 

アストラゼネカ株式会社 

    

アストラゼネカ、乳がん情報へのアクセスを支援 

LINEアカウント「わかる乳がん」の提供を開始 
 

～広範な乳がんに関する情報をワンストップで入手。正しい情報を迅速に理解することを目指す～ 
 

アストラゼネカ株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長：堀井 貴史、以下、アスト

ラゼネカ）は、乳がん患者さんや乳がんの不安を感じている方が必要とする情報を簡単に入

手いただくことを目的に、公益財団法人がん研究会 有明病院の監修の下、LINE アカウント

「わかる乳がん」を開発、提供を開始したことをお知らせいたします。 

 

乳がんは世界中で最も多く診断されているがんであり、日本において 2020 年に乳がんで死

亡した女性は約 15,000 人となっています 1,2。乳がんの発症と進行の背景には様々な因子が

存在し、例えば BRCA1/2 などの遺伝子に変異がある人は、乳がんの発症するリスクが高く

なります 3。また乳がんにはいくつかのサブタイプがあり 3、サブタイプによって治療が異な

ることから、患者さんごとに必要とする情報も異なります。そのため、乳がん患者さんや乳

がんの不安がある方が正しい情報を必要な時に簡単に入手し、理解できる環境の整備は重要

だと考えられます。 

 

がん研有明病院の副院長であり、乳腺センター長の大野 真司先生は、次のように述べてい

ます。「乳がん治療はがんの進行度合いだけでなく、その患者さんのサブタイプや遺伝子変

異の有無などによっても異なります。さまざまな治療があることから、患者さんが乳がんに

ついて調べれば調べるほど、その情報量の多さに混乱してしまうことがあるようです。我わ

れ医師も治療方針を決めるにあたっては、患者さんがいかに安心して治療に向き合えるかを

大切にしています。『わかる乳がん』のように、患者さんが正しい情報を必要な時にストレ

スなく入手できるツールができることは、患者さんの治療選択においても大変重要なことで

あると考えています」。 

 

アストラゼネカ 執行役員 メディカル本部長の田中 倫夫は、次のように述べています。「乳

がんに罹患される方は依然として多く 4、その治療は多岐にわたります。そのため、乳がん

に関する情報は非常に多く、必要とする情報に患者さんがなかなかたどり着けていないこと

が考えられます 5。アストラゼネカは、疾患啓発は患者さんのより良い治療において重要な

役割を担っていると考えており、この度『わかる乳がん』を新たに制作しました。乳がんの

不安を感じた時や乳がんと診断された時など、専門医への早めの相談や患者さんが納得して

治療選択ができるよう、この『わかる乳がん』をご活用いただきたいと考えています。平易

な表現を用いて分かりやすい解説になっていますので、一人でも多くの女性に『わかる乳が

ん』を通じて疾患に対する知識を高めていただければ幸いです」。 

 

アストラゼネカは、「患者さんを第一に考える」を企業バリューのひとつとして、患者さん

を中心とした治療支援等の推進に取り組んでいます。LINE アカウント「わかる乳がん」は、

その企業バリューを実現するためのアクションであり、アストラゼネカは、乳がん患者さん

が安心・納得して治療を受けられるよう、今後も尽力して参ります。 
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【わかる乳がん LINEアカウント概要】 
 

⚫ 治療や生活に役立つ幅広い情報 

✓ 精密検査の内容を解説 

✓ 乳がんの特徴や基本的な治療などを解説 

✓ 患者さんが抱きやすい疑問について、チャットボット

形式の FAQ 

✓ 診断から治療まで患者さんの体験談を掲載 

⚫ 解説記事と動画でわかりやすい 

⚫ ご利用方法： 

✓ LINEアカウントをご利用中の方――右記二次元コードある

いは URL（https://lin.ee/93UoUsA）よりアクセスのうえ 

友達登録してご利用ください 

✓ LINEアカウントをご利用されていない方――先にお持ちの

スマートフォンやパソコンに LINE アカウントをインスト

ールいただいた後、右記二次元コードあるいは URL

（https://lin.ee/93UoUsA）より友達登録してご利用くださ

い 

 

以上 

＊＊＊＊＊ 

 

乳がんについて 

乳がんは世界中で最も多く診断されているがんであり、2020 年に診断された患者さんは推

定 230 万人です 1。2018 年に日本で新たに乳がんと診断された患者さんの数は約 94,000 人

で、女性の部位別がん罹患数第 1 位となっており、全乳がん患者さんの約 90%が早期乳が

んと診断されます 6,7。早期乳がん治療は進歩しているものの、高リスクの臨床的および／ま

たは病理学的特徴のある患者さんの最大 30%が、数年以内に再発します 8。また、BRCA 変

異のある乳がん患者さんは、変異のない患者さんと比較して、通常よりも若年で乳がんと診

断される可能性が高くなっています 9。乳がんは生物学的に最も多様な腫瘍タイプの 1 つで

あり、その発症と進行の背景には、様々な因子が存在します 3。乳がんの発症におけるバイ

オマーカーの発見は、この疾患の科学的な理解に大きな影響を及ぼしています 10。 

 
 

アストラゼネカにおけるオンコロジー領域について 

アストラゼネカは、あらゆる種類のがんに対して治療法を提供するという高い目標を掲げ、

がんとその発見にいたるまでの複雑さを科学に基づいて理解し、患者さんの人生を変革する

医薬品の開発および提供を通じて、オンコロジー領域の変革をけん引していきます。 

 

アストラゼネカは治療困難ながん種に注力しています。当社は持続的なイノベーションによ

り、医療活動および患者さんの医療経験を一変させる可能性のある、製薬業界でもっとも多

様なポートフォリオと開発パイプラインを構築しています。 

 

アストラゼネカはがん治療のパラダイムを再定義し、将来的にはがんによる死亡をなくすこ

とをビジョンに掲げています。 

 
 

アストラゼネカについて 

アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ・医薬品企業であり、主にオンコ

ロジー、希少疾患、循環器・腎・代謝疾患、呼吸器・免疫疾患からなるバイオ・医薬品にお

いて、医療用医薬品の創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。

【二次元コード】 

https://lin.ee/93UoUsA
https://lin.ee/93UoUsA
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英国ケンブリッジを本拠地として、当社は 100カ国以上で事業を展開しており、その革新的

な医薬品は世界中で多くの患者さんに使用されています。詳細については

http://www.astrazeneca.com または、ツイッター@AstraZeneca（英語のみ）をフォローし

てご覧ください。 

 

日本においては、主にオンコロジー、循環器・腎・代謝、呼吸器・免疫およびワクチン・免

疫療法を重点領域として患者さんの健康と医療の発展への更なる貢献を果たすべく活動して

います。アストラゼネカ株式会社については https://www.astrazeneca.co.jp/ をご覧ください。

フェイスブック AstraZeneca.Japan とインスタグラム AstraZeneca ／ アストラゼネカ もフ

ォローしてご覧ください。 
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お問い合わせ先 

アストラゼネカ株式会社 

コーポレート・アフェアーズ統括本部：杉本・宇野 

JPN.Ex.Comm@astrazeneca.com 

 Tel: 080-6236-9604（杉本） / 080-9300-4621（宇野） 
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